
参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

選手及び監督の参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準は、次のとおりとする。 

なお、参加資格については、「第76 回国民体育大会参加資格、所属都道府県及び年齢基準等の 

解釈・説明」を併せて確認すること。 

【 公益財団法人日本スポーツ協会ホームページ http://www.japan-sports.or.jp/ 】 

(1) 参加資格 

ア  日本国籍を有する者であることとするが、選手及び監督のうち、次の者については、日本 

国籍を有しない者であっても、大会に参加することができる。 

(ｱ) 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち「永住者」（「日本国との平和条 

約に 基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法」に定める「特別永 

住者」を含む。） 

(ｲ)  少年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者 

ａ  「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍する学生又は生徒で、「８ 参加申込方法」 

で定めた参加申込締切時に１年以上在籍していること。 

ｂ  「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、「留学」又は「家族滞在」（中 

学３年生）に該当していること。 

(ｳ)  成年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者 

ａ  少年種別年齢域にあった時点において前号(ｲ)に該当していた者であること。 

ｂ  「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、大会参加時から終了時まで 

「留学」に該当しないこと。 

［注］上記(ｳ)b について、大学及び専修学校等に在籍する成年種別の年齢域に該当する 

者は、「出入国管理及び難民認定法」に定める「留学」以外の在留資格を有する場合も「留 

学」と同等に扱う。 

イ  選手及び監督は、所属都道府県の当該競技団体会長（代表者）と体育・スポーツ協会会長 

（代表者）が代表として認め、選抜した者であること。 

ウ  第74 回又は第75 回大会（都道府県大会及びブロック大会を含む）において選手又は監督 

として参加した者は、次の場合を除き、第74 回又は第75 回大会と異なる都道府県から参加 

することはできない。 

(ｱ) 成年種別 

ａ  「学校教育法」第１条に規定する学校を卒業した者 

ｂ  結婚又は離婚に係る者 

[注]a 及びb は当該要件発生後、初めて参加するものに限る。 

ｃ  ふるさと選手制度を活用する者（別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」による。） 

[注]別記３「JOC エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受け、 

ふるさと選手として参加する者を含む。 

ｄ  東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者（別記５「東日本大震災に係る選 

手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。） 



 

(ｲ) 少年種別 

ａ  「学校教育法」第１条に規定する学校を卒業した者 

ｂ  結婚又は離婚に係る者 

ｃ  一家転住に係る者（別記２「『一家転住等』に伴う特例措置」による。） 

[注]a からc は当該要件発生後、初めて参加するものに限る。 

ｄ  JOC エリートアカデミーに在籍する者（別記３「JOC エリートアカデミーに係る選手 

の参加資格の特例措置」による。） 

ｅ  東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者（別記５「東日本大震災に係る選 

手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。） 

エ 選手と監督の兼任は、同一種別内に限る。 

オ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、冬季大会及び本大会にそれぞれ1 競技 

に限り参加できる。 

カ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加することはで 

きない。 

キ 上記のほか、選手については次のとおりとする。 

(ｱ)  都道府県大会及びブロック大会に参加し、これを通過した者であること。 

(ｲ)  健康診断を受け、健康であることが証明された者であること。 

(ｳ)  ドーピング検査対象に選定された場合は、検査を受けなければならない。 

ク 上記のほか、監督については公益財団法人日本スポーツ協会（以下「日本スポーツ協会」 

という。）公認スポーツ指導者制度に基づく競技別指導者資格を有する者とし、各競技におけ 

る対象資格については当該競技実施要項によるものとする。 

(2)  所属都道府県 

所属都道府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する都道府県から 

選択することができる。 

ア  成年種別 

(ｱ)  居住地を示す現住所 

(ｲ)  勤務地 

(ｳ)  ふるさと（別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」による。） 

[注]別記３「JOC エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受け、 

ふるさと選手として参加する者を含む。 

イ  少年種別 

(ｱ)  居住地を示す現住所 

(ｲ)  「学校教育法」第１条に規定する学校の所在地（以下「学校所在地」という。） 

(ｳ)  勤務地 

(ｴ)  別記３「JOC エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」に定める小学校の 

所在地 

※ 「居住地を示す現住所」、「勤務地」、「学校所在地」のいずれかから参加する場合は、2021 



年4 月30 日以前から本大会終了時（2021 年10 月５日）まで、引き続き当該地に、それぞれ 

居住、勤務、又は通学していなければならない。ただし、次の者はこの限りではない。 

［成年種別］ 

ａ  別記４「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける者 

ｂ  別記５「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」の適 

用を受ける者 

［少年種別］ 

ａ  一家転住に係る者 

ｂ  別記４「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける者 

ｃ  別記５「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」の適 

用を受ける者 

(3) 選手の年齢基準 

ア  選手の年齢基準については、下記を原則とする。 

(ｱ)  成年種別に参加する者は、2003年4月1日以前に生まれた者とする。 

(ｲ)  少年種別に参加する者は、2003年4月2日から2006年4月1日までに生まれた者とす 

る。 

(ｳ)  年齢を区分している種別へ参加する者の年齢計算は、2021年4月1日を基準とする。 

イ  日本スポーツ協会が特に認める場合は、上記アにかかわらず、競技ごとに年齢区分を設定 

することができる。ただし、年齢の下限は中学３年生（2006年4月2日から2007年 4月 1 

日までに生まれた者）とする。 

(4) 前記の各事項に疑義のあるときは、日本スポーツ協会及び当該競技団体が調査・審議のうえ、 

日本スポーツ協会がその可否を決定する。__ 


